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●ヤブカンゾウ 

・忘れ草　・忘憂草　・萱草 

・萱草菜　・鬼萱草 

 　ユリ科ワスレグサ属の多年草で七月から八月頃、藪近
くや田畑の畦に黄赤色の一日花を咲かせます。 
　野萱草の花は一重、藪萱草の花は八重咲ですが、内側
の花弁は雄ずいが花弁化したものであるため、種子はで
きません。中国ではこの花を見ると憂いを忘れるという
故事があり、日本でも古くは忘れ草と呼ばれ、万葉集に「忘
れ草我が紐に付く香具山の故りにし里を忘れむがため」
と詠まれ、望郷や恋愛の憂愁を忘れるためにこの花を衣
服につけたようです。 
　牧野博士はカンゾウの名は中国名の萱草の日本読みで、
“萱”は“忘れる”という字であると述べています。若葉
は食用にします。  

　「萱草や浅間をかくすちぎれ雲」　寺田　寅彦 

●夏が待ちきれない！ 

●Eメール 
　office@maruko-town.ne.jp 
●ホームページ 
　http://www.maruko-town.ne.jp 
●ｉモード用ホームページ 
　http://www.maruko-town.ne.jp/i 
●町長室専用ファックス 
  （町づくりアクティブライン） 
　Fax 0268-42-3388 
●毎月15日は町長との対話サロン 
  【問】�0268-42-1011　企画課情報係 

●人口 

男…………12,251 （＋ 1 ） 

女…………12,949 （± 0 ） 

総数………25,200 （＋ 1 ） 

世帯数……・・8,891 （＋ 8 ） 

　　　　　　  7月1日現在 

�緑あふれる郷土を愛し、豊 
　かな町をつくりましょう。 

�仕事に励み、伸びゆく産業 
　の町をつくりましょう。 

�平和を愛し、心のふれあう 
　楽しい町をつくりましょう。 

�教養を深め、香り高い文化 
　の町をつくりましょう。 

�健康で幸せを願い、希望に 
　満ちた町をつくりましょう。 

●広報に掲載した写真差し上げます。丸子町役場企画課情報係まで　�42-1011　有線2-4882

JQA-EM1393

丸子町は環境ISO14001を取得しています。 PRINTED WITH 

SOY INK
TM

Trademark of American Soybean Association

大豆油インクを使用しています。 
古紙配合率100％再生紙を使用 

古紙100％再生紙を使用しています。 

やぶ 

あぜ 

の　かん  ぞう やぶ  かん   ぞう 

か　べん　か 

うれ 

ひも か  　ぐ　やま ふ 

や     え ひと　え 

　今月の表紙は6月28日にオープンした依田窪プールのひとコマです。 
　子どもたちが待ちに待ったプール開き。無料開放となったこの日、み
んなの願いが通じたのか、朝降っていた雨も上がって午後になると気温
は30℃を越す絶好のプール日和となり、多くの子どもや家族連れで賑わ
いました。6月の水の冷たさにプールサイドへ避難している大人たちを
尻目に、子どもたちは流水プールで鬼ごっこをしたり、ウォータースラ
イダーで滑る速さを競争したりと、元気に飛び回っていました。 
　でもプールの水はやっぱり冷たいのかな？ガタガタ震えている小さな
男の子の姿が…。それでもお母さんの手を振り切って滑り台へと向かう
その子の笑顔がとても印象的でした。 

撮影場所：鹿教湯 



電子政府・電子自治体を支える住基ネット 電子政府・電子自治体を支える住基ネット 

1 2 3 4

5 6

公的個人認証サービスを利用したオンラインによる申請のイメージ（本年度中実施予定） 

自宅などのパソコンで行
政機関などのホームペー
ジを開き、申請・届出の
ページのボタンを選択 

キーボードから、 
様式に記入 

利用者の公的個人認証
サービスの秘密鍵が保
存された住民基本台帳
カードなどをパソコン
に接続されたリーダラ
イタにセット 

電子署名のボタンを 
クリック 
→住民基本台帳カードなど
の中の秘密鍵により自動的
に電子署名を作成 

送信のボタンを 
クリック 

全体が暗号化され、 
行政機関などに送信されます 

行政機関などのコンピュータが受信 
①電子証明書の有効性を確認 
②電子証明書の公開鍵で電子署名を確認 
③電子証明書の氏名などと申請書の氏名などを照合　 

電子証明書の有効性（申請者の4情報に
異動がないか）を確認するため、住基
ネットを活用 

○○県申請・届出用 

●申請書 
●電子署名 
●電子証明書 

パスポート申請 

〇〇〇〇届出 

△△△△△△△ 
● 

● 

● 

【パスポート申請様式】 
 

●氏名 
●住所 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

【パスポート申請様式】 
 

●氏名  
●住所 

● 

● 

● 

● 

● 

● 電子署名 

【パスポート申請様式】 
 

●氏名 
●住所 

● 

● 

● 

● 

● 

● 送　信 

クリック クリック 

クリック クリック 

クリック クリック 

写真なしカード 
住民基本台帳カード 
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　昨年8月に始まった住民
基本台帳ネットワークシス
テム（住基ネット）の第１次
サービス。 
　各市町村のネットワーク
化を図り、都道府県等にお
いて住民票の4情報（氏名、
生年月日、性別、住所）、住
民票コードとこれらの変更
情報を保有することにより、
全国共通の本人確認が可
能となりました。 
　そしてこの8月25日から
第2次サービスが開始、町
ではこの本格稼動に向け
て準備を進めています。 

【
住
民
票
の
写
し
の 

広
域
交
付
】 

　 　「
住
民
票
の
写
し（
戸
籍
の
表
示

は
省
略
さ
れ
た
も
の
）」が
全
国
の

市
町
村
で
交
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

　
現
在
、「
住
民
票
の
写
し
」は
住

民
登
録
を
し
て
あ
る
市
町
村
で
し

か
交
付
を
受
け
る
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
が
、住
基
ネ
ッ
ト
の
第
２
次
稼
働
が

始
ま
る
８
月
25
日
か
ら
は
全
国
の
市

町
村
で
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
す（
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証
な
ど

を
提
示
）。 

  【
転
入
転
出
手
続
き
の 

簡
素
化
】 

　 　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
は
、あ
ら
か
じ
め

郵
送
で
転
出
届
を
出
し
て
お
い
て
頂

く
こ
と
に
よ
っ
て
、転
出
証
明
書
の

交
付
を
受
け
る
こ
と
な
く
転
入
の

届
出
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
将
来
的
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
っ

て
も
転
出
の
届
出
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。 

  【
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
】 

　 　
希
望
す
る
方
は
、８
月
25
日
か
ら

「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」の
交
付

を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す（
交
付

手
数
料
５
０
０
円
）。 

　
こ
の
カ
ー
ド
は
２
種
類
の
も
の
が

あ
り
、写
真
付
の
も
の
は
公
的
な
証

明
書
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。ま
た
、平
成
15
年
度
中
に

実
施
予
定
の
公
的
個
人
認
証
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
際
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
と

し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。 

※
交
付
ま
で
に
は
申
請
か
ら
約
２

週
間
か
か
り
ま
す
。 

平成15年8月25日
から 

第2次稼動が開始さ
れます。 

平成15年8月25日
から 

第2次稼動が開始さ
れます。 

　平成14年8月5日からの第1次稼働では、現在、共済年金の現況届等の廃止などに住基ネットが活用され

ています。　 

　なお、長野県では「長野県本人確認情報保護審議会」の意見を受け、旅券（パスポート）申請の際には

従来どおり「住民票の写し」が必要となっています。 

住
基
ネ
ッ
ト
の 

　 

　 

個
人
情
報
保
護
対
策
は
？ 

【
保
有
す
る
情
報
・ 

利
用
目
的
を
法
律
で
限
定
】 

 

�
都
道
府
県
や
指
定
情
報
処
理
機

関
が
保
有
す
る
情
報
は
、
４
情

報
（
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・

住
所
）、
住
民
票
コ
ー
ド
と
こ
れ

ら
の
変
更
情
報
に
法
律
で
限
定

し
て
い
ま
す
。 

�
都
道
府
県
や
指
定
情
報
処
理
機

関
が
情
報
提
供
を
行
う
行
政
機

関
の
範
囲
や
利
用
目
的
を
法
律

で
具
体
的
に
限
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
行
政
機
関
が
提
供
さ
れ

た
情
報
を
目
的
外
利
用
す
る
こ

と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。 

�
住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付
、
転

入
転
出
手
続
の
簡
素
化
の
際
に
は
、

市
区
町
村
間
で
、
続
柄
、
戸
籍
の

表
示
等
の
情
報
も
送
信
さ
れ
ま

す
が
、
都
道
府
県
や
指
定
情
報

処
理
機
関
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
保

有
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

通
過
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

 【
住
民
票
コ
ー
ド
は 

利
用
が
限
定
】 

 

�
民
間
部
門
が
住
民
票
コ
ー
ド
を

利
用
す
る
こ
と
は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
民
間
部

門
が
住
民
票
コ
ー
ド
の
記
録
さ
れ

た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
た
り
、

契
約
に
際
し
住
民
票
コ
ー
ド
の
告

知
を
要
求
す
る
と
、
刑
罰
（
１
年

以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以

下
の
罰
金
）
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。 

�
行
政
機
関
が
住
民
票
コ
ー
ド
を

利
用
す
る
こ
と
も
法
律
に
よ
り

具
体
的
に
限
定
し
て
い
ま
す
。 

�
住
民
票
コ
ー
ド
は
、
無
作
為
の
番

号
で
、
住
民
の
申
請
に
よ
り
、い

つ
で
も
変
更
で
き
ま
す
。 

住民基本台帳カードの登場 住民基本台帳カードの登場 
●カード内に記録されている住
民票コードにより、住基ネット
での本人確認に利用できます。 

→住民票の写しの広域交付、
転入転出手続の簡素化、法
令で住基ネットの利用を認
められた事務での本人確認
に活用 

 
●公的個人認証サービスの秘
密鍵、電子証明書の保存用
カードとして利用できます。 

 
●写真付を希望した場合は、公
的な証明書として利用でき
ます。 

高度のセキュリティ機能を備えたICカードを採用します 

写真付カード 

長野県 
丸子町 
2013年8月25日まで有効 
 
丸子　ハナ子 
 
 
丸子町役場生活課　TEL.0268―42―3100

 

氏　　名 
 

連絡先 

長野県 
丸子町 

住民基本台帳カード 

2013年8月25日まで有効 
昭和51年 5 月 4 日　性別　女 
丸子　ハナ子 
長野県小県郡丸子町大字腰越418―3 
番地 
丸子町役場生活課　TEL.0268―42―3100

生年月日 

氏　　名 
住　　所 

連絡先 

希望すれば、住民基本台帳カードが 
交付されます 

　
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
で
は
、個
人
情
報
の
保
護
を
最

も
重
要
な
課
題
と
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
、個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
国
際
的
な
基
準
を
十
分
踏
ま
え
た

上
で
、制
度
面
、技
術
面
及
び
運
用
面
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
十
分
な
対
策
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

住民
基本

台帳
カー

ド 

８ 

５ 
５１ 

４ 腰越
４１８

―３
 

ＴＥＬ
.０２６
８―４
２―３
１００

 
２５ 

長野
県 

丸子
町 

住民
基本

台帳
カー

ド 

2013
年8月

25日
まで
有効
 

昭和
51年
 5 月
 4 日
　性

別　
女 

丸子
　ハ
ナ子
 

長野
県小
県郡
丸子
町大
字腰
越41

8―3
 

番地
 

丸子
町役
場生
活課
　TE

L.02
68―
42―
310
0

生年
月日
 

氏　
　名
 

住　
　所
 

連絡
先 
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【
外
部
侵
入
と
内
部
の 

不
正
利
用
を
防
止
】 

 

■
外
部
か
ら
の
侵
入
の
防
止 

 

�
専
用
回
線
の
利
用
、
フ
ァ
イ
ア

ウ
ォ
ー
ル
（
不
正
ア
ク
セ
ス
防

止
装
置
）
・
Ｉ
Ｄ
Ｓ
（
侵
入
検

知
装
置
）
の
設
置
に
よ
り
、
不

正
侵
入
を
防
止
し
て
い
ま
す
。 

�
通
信
を
行
う
際
に
は
、
デ
ー
タ

を
暗
号
化
し
ま
す
。ま
た
、通
信

相
手
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
正
当
性

を
確
認
し
て
か
ら
通
信
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
通
信
相
手
の
な

り
す
ま
し
を
防
止
し
て
い
ま
す
。 

�
万
が
一
の
場
合
は
、
「
緊
急
時

対
応
計
画
」
に
基
づ
き
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
運
営
を
停
止
す
る

な
ど
、
個
人
情
報
保
護
を
最
優

先
し
た
運
営
を
行
い
ま
す
。 

 

■
内
部
の
不
正
利
用
の
防
止 

 

�
地
方
公
共
団
体
・
指
定
情
報
処

理
機
関
・
本
人
確
認
情
報
の
受

領
者
（
行
政
機
関
）
の
シ
ス
テ

ム
操
作
者
に
守
秘
義
務
を
課
し
、

刑
罰
を
加
重
し
ま
す
（
通
常
は

１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
３
万

円
以
下
の
罰
金
↓
２
年
以
下
の

懲
役
ま
た
は
1
0
0
万
円
以
下

の
罰
金
）
。
ま
た
、
委
託
業
者

が
秘
密
を
漏
ら
し
た
場
合
も
、

同
じ
刑
罰
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。 

�
地
方
公
共
団
体
・
指
定
情
報
処

理
機
関
・
本
人
確
認
情
報
の
受

領
者
（
行
政
機
関
）
に
お
い
て
、

操
作
者
識
別
カ
ー
ド
や
パ
ス
ワ
ー

ド
に
よ
る
厳
格
な
確
認
を
行
い
、

正
当
な
シ
ス
テ
ム
操
作
者
だ
け

が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
操
作
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

�
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
使
用
記
録
を

保
存
し
、
監
査
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
い
つ
、
だ
れ
が
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
使
用
し
た
の
か
、

追
跡
調
査
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。 

�
全
国
で
地
方
公
共
団
体
・

指
定
情
報
処
理
機
関
・

本
人
確
認
情
報
の
受

領
者
（
行
政
機
関
）

の
シ
ス
テ
ム
操
作
者

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研

修
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。 

�
住
民
か
ら
の
請
求
に

応
じ
て
、
都
道
府
県

知
事
か
ら
自
己
の
本

人
確
認
情
報
の
提
供

状
況
を
開
示
で
き
る

よ
う
、
準
備
を
し
て

い
ま
す
。 

【
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
個

人
情
報
を
守
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
】 
 

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、
高

度
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
を
備
え

た
I
C
カ
ー
ド
を
採
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
住
基
ネ
ッ
ト
で
の
本
人

確
認
の
利
用
、
公
的
個
人
認
証
サ
ー

ビ
ス
で
の
秘
密
鍵
な
ど
の
保
存
用

カ
ー
ド
と
し
て
の
利
用
、
市
区
町

村
の
条
例
に
規
定
す
る
独
自
サ
ー

ビ
ス
で
の
利
用
を
安
全
に
行
う
こ

と
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

�
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
目
的
ご
と
に
、

正
当
な
カ
ー
ド
利
用
者
か
ど
う
か

の
確
認
を
利
用
者
自
身
が
入
力

す
る
パス
ワ
ー
ド
に
よ
り
行
い
ま
す
。 

　
（
市
区
町
村
の
独
自
利
用
で
パ

ス
ワ
ー
ド
照
合
を
省
略
し
た
サ
ー

ビ
ス
提
供
を
行
う
場
合
を
除
く
） 

�
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
目
的
ご
と
に
、

カ
ー
ド
と
シ
ス
テ
ム
間
で
相
互

の
正
当
性
を
確
認
し
ま
す
。 

�
利
用
目
的
ご
と
の
独
立
性
を
確

保
し
、
個
人
情
報
を
保
護
す
る

た
め
の
措
置
と
し
て
、
カ
ー
ド

内
に
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
フ
ァ

イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
を
設
け
、
利
用

の
制
限
を
行
い
ま
す
。 

�
カ
ー
ド
の
チ
ッ
プ
部
分
へ
の
物

理
的
・
論
理
的
攻
撃
に
対
す
る

防
御
対
策
を
講
じ
ま
す
。 

『県内の二十七自治体で、住基ネットにつないでいる住基システムがインター
ネットと物理的に接続している』という長野県本人確認情報保護審議会の中
間報告が新聞・テレビ等で報道されましたが、丸子町では住基ネットとイ
ンターネットは接続していません。 

【
問
】
丸
子
町
役
場
生
活
課
町
民
係 

 

�
　
42
―
1
0
5
2
 

（
有
）
2
―
4
5
0
1 

 ﹇
総
務
省
住
基
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹈

http://w
w
w
.soum

u.go.jp/c-
gyousei/daityo/index.htm

l

住基ネットはインターネットに接続している？ 住基ネットはインターネットに接続している？ 



広報まるこ  2003/8

（7） 

広報まるこ  2003/8

（6） 

　
介
護
保
険
料
は
、
65
歳
以
上
の
方
全

員
に
お
支
払
い
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

お
支
払
い
方
法
は
、
年
金
か
ら
お
支
払

い
い
た
だ
い
て
い
る
方
と
口
座
振
替
や

現
金
で
お
支
払
い
い
た
だ
い
て
い
る
方

と
に
分
か
れ
ま
す
。 

　
年
金
か
ら
の
天
引
き
に
よ
り
お
支
払

い
い
た
だ
く
方
は
、
平
成
14
年
4
月
１

日
時
点
で
65
歳
以
上
で
あ
り
、
老
齢
・

退
職
年
金
の
受
給
者
で
、
年
金
月
額
が

1
5
、0
0
0
円
以
上
の
方
で
す
。 

　
ま
た
、
平
成
15
年
4
月
１
日
時
点
で

65
歳
以
上
で
あ
り
、
老
齢
・
退
職
年
金

の
受
給
者
で
、
年
金
月
額
が
1
5
、

0
0
0
円
以
上
の
方
は
、
6
月
に
ご
通

知
し
た
と
お
り
10
月
以
降
は
口
座
振
替
・

現
金
で
は
な
く
年
金
か
ら
の
天
引
き
に

な
り
ま
す
。 

年
金
か
ら
の
天
引
き
に
よ
り
お
支 

払
い
い
た
だ
い
て
い
る
方
の
場
合 

2,300円 

2,300円 

2,300円 

4,798円 

4,600円 

4,600円 

20,898円 

3,500円 

3,500円 

3,500円 

7,802円 

7,800円 

7,800円 

33,902円 

4,700円 

4,700円 

4,700円 

10,940円 

10,700円 

10,700円 

46,440円 

5,800円 

5,800円 

5,800円 

13,650円 

13,500円 

13,500円 

58,050円 

7,000円 

7,000円 

7,000円 

16,260円 

16,200円 

16,200円 

69,660円 

第1期　  4月（仮） 

第2期　  6月（仮） 

第3期　  8月（仮） 

第4期　10月 

第5期　12月 

第6期　  2月 

   年　　　　　額 

第1段階 第2段階 第3段階 第4段階 第5段階 

7,000円 

7,000円 

7,000円 

20,270円 

20,000円 

20,000円 

81,270円 

第6段階 

平成15年度介護保険料額（年金からの天引きでお納めいただく方の場合） 

※第2期（平成15年4月～）から、低所得者（保険料段階区分において第1段階または第2段階の方）の負担増を軽減 
　するために、保険料の6段階設定を行っています。 
※前年度と所得の増減により保険料段階区分の変更があった場合は、上表のとおりではありません。 

◎年金からの天引きの決定 

介護保険制度 

おたっしゃ便り 
ー心身ともに快適な生活をー 

この記事は保健福祉課介護係で選考し取材させていただいています。 

（東内） 

中村　忠行さん 27

浴槽は明るく風が気持ちいい窓際に設置して 
入浴します 

（前回の続き） 
　中村　忠行さんは、妻の貞子さんを介護していますが、ご自
身も要介護認定を受けています。ご自分と貞子さんの介護サー
ビス利用限度額を組み合わせて利用しています。「利用限度額
は要介護度によって違うから、ケアマネージャーによく聞いて
介護プランを立ててもらいます」 
　貞子さんは、今まで何もサービスを受けていなかった日にデ
イケアを利用することをケアマネージャーから勧められ、月に
２回利用し始めました。「訪問入浴の日は喜んでいるけれど、
デイケアはあまり気持ちがすすまないようです。いやなら行か
せたくないけれど、体のためには行った方がいいとケアマネー
ジャーには言われます。病人の気持ちは自分も同じだからよく
わかる」と忠行さんはいいます。 
　忠行さんは、「最近は紙おむつの品質がいいし、尿取りパッ
トを取り替えていればほとんどぬれていることなんてない。む
かしとは違って寝たきりでも訪問入浴で入浴もできる」と笑顔
で話します。訪問入浴のヘルパーさんが、「中村さんはほんと
よくやっているよ」と忠行さんに声をかけました。 

今一生懸命やらなくちゃと忠行さんは言います 

介
護
保
険
に
つ
い
て
の 

　
　
　
ご
相
談
、
ご
意
見
は
、 

丸
子
町
役
場  

保
健
福
祉
課  

介
護
係
　 

　
　
　
電
話
　
4
2
―

0
0
1
5
　 

　
　
　
有
線
　
2
―

7
6
5
2
 

　
　
　
ま
た
は
2
―

4
5
8
3

介
護
保
険
料
の
お
支
払
い
は 

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ 

き
ま
す
よ
う
ご
協
力
お
願
い 

い
た
し
ま
す
。 

　介護保険料は3年ごとに、その期間利用されるであろう介護サービスを見込んで計算されます。 
　丸子町は、介護保険計画第1期（平成12年度～14年度）から第2期計画（平成15年度～17年度）にかけて大幅な
保険料の増額となりました。6月号でも掲載しました“口座振替または現金でお支払いいただく方”と同様、「仮にお支払
いいただく保険料額」と「仮でお支払いいただいていたことにより不足している保険料を上乗せした額」が発生します。そ
のため平成15年度に限り、不足した保険料額が10月以降の保険料に上乗せされています。右表のとおり、4・6・8月と
10月以降の保険料額に大きな違いが発生してしまいますが、ご理解ご協力をお願いいたします。 

　介護保険料は、4月～翌年3月までを1年として年間保険
料額を算定します。また、年金からの天引きの場合は保
険料額の変更が10月のみであるため、4・6・8月は前年度
の2月と同じ保険料額でお支払いいただき、10・12・翌年
2月は年間保険料額からすでにお支払いいただいた額を差
し引いた保険料を3回に分けています。 

介護保険料の年金から天引きのしくみ 

介護保険料　平成15年度の特例 介護保険料　平成15年度の特例 

年金の支払いを行っている年金保険者（社会保険庁など）が年金天
引き対象者の決定を行います。（丸子町で年金からの天引き対象者の
決定はできません。） 

4月 

介護保険料額の決定（10月～翌年の8月までの保険料額） 

年金保険者への報告 

7月 

丸子町から対象者へ通知書（特別徴収開始通知書）をお送りします。 9月 

所得段階の決定 6月 



広報まるこ  2003/8

（9） 

広報まるこ  2003/8

（8） 

□ 歯肉がはれることがある 
□ 歯肉が赤または赤紫色である 
□ 歯肉がブヨブヨとしている 
□ 朝起きたとき口の中がネバネバする 
□ 口臭が気になる 
□ 歯肉から血が出る 
□ 歯肉からうみが出る 
□ 歯がグラグラする 

歯周病のチェックリスト 

いつまでも歯を健康に いつまでも歯を健康に 
　からだの健康には気をつかっていても｢歯｣については痛みが出ない限り放った
らかしという方いませんか？歯は私たちの一生の中で重要な役割を果たしています。 

めざそう8020めざそう8020 80歳になっても自分の歯を20本保とう 

　むし歯や歯周病は進行すればするほど治療のために時間と費用がかかります。将来大きな費用を負担しないために
も予防のための定期検診を受けましょう。正しいブラッシング方法の指導を受けたり、歯石を取ってもらいましょう。 

平成15年度　40歳、50歳になる方へ････歯周疾患検診の対象となります 
　今年の6月から、歯周疾患検診が始まりました。40歳を過ぎると歯周病にかかる人も増えています。節目の年に
是非検診を受けましょう。対象の方にはすでに通知をお送りしています。実施している医療機関へ電話予約のうえ、
通知に同封された「受診票」をお持ちになり受診してください。 
検診自己負担金････500円　　実施期間････平成15年6月～平成16年2月末まで 

むし歯････むし歯菌が歯の表面に着くと糖分を栄養にしてねばねばし
た物を作り、食べかすとともに歯垢となります。その中でむし歯菌が増え
て酸を作り、歯の表面の硬いエナメル質まで溶かしてむし歯になります。  

歯周病････歯を支えている組織が壊される病気です。歯と歯ぐきの境
目に歯垢や歯石がたまると、その中の歯周病菌が歯ぐきに炎症を起こし、
出血やはれが見られるようになります。さらに歯を支える土台の骨まで破
壊されると歯がグラグラしてついには抜けてしまいます。最近は若い人の
歯周病が増え、20歳代で70％の人がかかっています。 
 「歯周病チェックリスト」の症状がある方は早めに歯科医に相談しましょう。
　むし歯や歯周病は「歯」だけの問題ではありません。歯と歯ぐきが健康でないと食べる楽しみが減ってしまいます。さ
らに、胃腸障害や頭痛を起こしたり、心臓病や糖尿病、脳梗塞などの全身の病気の引き金になることもあります。 

むし歯と歯周病知歯周病知っていますかすか？ むし歯と歯周病知っていますか？ むし歯も歯周病も細菌が感染して起こる感染症です 

むし歯と歯周病の予防歯周病の予防 むし歯と歯周病の予防 毎日の手入れでむし歯や歯周病の原因菌を減らすことができます 

歯科検診歯科検診は健康健康への投資ですの投資です 歯科検診は健康への投資です 半年に1回は定期検診を受けましょう 

�正しいブラッシング �デンタルフロスや歯間ブラシが効果的 

「みがけている」と「みがいている」は別のこと。 
1本1本丁寧にみがきましょう。 

歯ブラシでは除去できない歯と歯の間の 
歯垢（プラーク）を落としましょう。 

～歯ブラシのあて方～ 

デンタルフロス 

内側のあて方 歯と歯肉の境目のあて方 

歯間ブラシ 

外側のあて方 

下の奥歯の 
裏側のあて方 

歯ブラシが届かな
い歯と歯の間に付
着した歯垢（プラー
ク）をかき出しま
す 

歯と歯の間で、少しすき間
のあるところなどに通しま
す。歯肉のマッサージにも
なります。すき間にあった
歯間ブラシを選びましょう。 

福
祉
医
療
制
度
が 

　 
7
月
か
ら
改
正
に
な
り
ま
し
た 
福
祉
医
療
制
度
が 

　 
7
月
か
ら
改
正
に
な
り
ま
し
た 

　
乳
幼
児
、
障
害
者
、
母
子
・
父
子
家
庭
な
ど

の
方
々
の
医
療
費
を
助
成
す
る
福
祉
医
療
制
度
が
、

こ
の
７
月
か
ら
改
正
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
改
正
は
昨
年
度
か
ら
長
野
県
の
福
祉
医

療
制
度
の
あ
り
方
を
総
合
的
に
見
直
し
、
新
し

い
福
祉
医
療
制
度
の
モ
デ
ル
を
作
る
た
め
、
長

野
県
と
県
下
１
２
０
市
町
村
に
よ
り
設
け
ら
れ

た
「
福
祉
医
療
制
度
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」

か
ら
の
提
言
を
受
け
て
改
正
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
支
給
の
申
請
の
仕
方
、
支
給
対
象
者
及
び
支
給

内
容
に
つ
い
て
変
更
が
あ
り
ま
す
の
で
、
対
象
者

の
方
々
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
現
在
、
支
給
対
象
と
な
っ
て
い
な
い

方
で
対
象
と
な
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
資
格
申

請
の
手
続
き
を
取
っ
て
下
さ
い
（
所
得
要
件
等

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。 

【
変
更
点
】 

 

1
自
動
給
付
方
式
の
採
用 

 

　
医
療
機
関
な
ど
で
受
診
し
た
際
に
「
福

祉
医
療
費
受
給
者
証
」
を
窓
口
に
提

示
し
て
い
た
だ
き
、
自
己
負
担
額
を

支
払
っ
て
い
た
だ
く
と
、
後
日
、
自

動
的
に
受
給
者
の
口
座
に
受
益
者
負

担
金
な
ど
を
除
い
た
額
が
口
座
に
振

り
込
ま
れ
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
長
野
県
外
で
の
受
診
や

自
動
給
付
方
式
を
し
な
い
一
部
の
医

療
機
関
等
で
の
受
診
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
通
り
支
給
申
請
が
必
要
で
す
。 

 

2
受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て 

 

　
１
ヶ
月
に
１
医
療
機
関
等
に
つ
き

３
０
０
円
の
「
受
益
者
負
担
金
」
を

差
し
引
い
た
額
を
支
給
し
ま
す
。 

※
老
人
区
分
に
つ
い
て
は
計
算
方
法

が
異
な
り
ま
す
。 

 

3
入
院
時
食
事
負
担
に
つ
い
て 

 

　
こ
れ
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
の
区
分
で

全
額
支
給
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
７
月
分

か
ら
は
原
則
と
し
て
２
分
の
１
の
支
給
と
な

り
ま
す
（
一
覧
表
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）。 

 

4
支
給
対
象
者
世
帯
の
所
得
に
応

じ
て
資
格
が
認
定
さ
れ
ま
す
。 

 

　
こ
れ
ま
で
は
所
得
要
件
が
な
か
っ
た
資
格

に
お
い
て
も
、
本
人
及
び
扶
養
義
務
者
の
前

年
所
得
に
よ
り
、
資
格
の
該
当
・
非
該
当
の

判
定
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
更
新
の

手
続
き
が
毎
年
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

5
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
が
長
野

県
統
一
の
様
式
に
な
り
ま
す
。 

 

　
健
康
保
険
証
と
同
じ
大
き
さ
（
今
年
度
は

若
草
色
）
で
、
受
給
者
番
号
も
10
ケ
タ
に
な

り
ま
す
。
こ
の
様
式
は
長
野
県
内
統
一
で
す
。 

         

お
問
い
合
わ
せ
は 

　
　
　
　
　
役
場
保
健
福
祉
課
福
祉
係 

　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
　
42
―
1
1
1
8 

　
　
　
　
　
　
　
　
有
線
　
2
―
4
4
7
4

丸子町福祉医療費給付金資格対象者 

区　　　　　　　　　　分 食費負担 

就学前（小学校に入学する年の３月
末まで）  

身体障害者手帳１級・２級・３級所持者 

20歳以上で身障３級以下の常時介
護されている者 

療育手帳所持者  

特別児童扶養手当該当児童 

障害年金１～２級受給者 

精神障害者保健福祉手帳所持者 

特定疾患医療受給者証所持者（当
該疾患のみ） 

配偶者のない女子で現に18歳未満
（高等学校等卒まで）の児童を扶養
している者及びその児童 

父母のない18歳未満（高等学校等
卒まで）の児童 

配偶者のない男子で現に18歳未満
（高等学校等卒まで）の児童を扶養
している者及び児童 

68歳～70歳未満低所得者 

乳幼児 

障害者 

母子家庭等 

父子家庭 

老　人 

1／2

1／2

1／2

1／2

あり 

３か月迄 
1／2

児 

0 0 0 0 9 9 9 9 9 9

386 - 0 4 0 4

平成  15
15 7 1

15 7 1

16 7 31

1 1 女 

丸子町大字上丸子1612

丸子  ハナ子 

公印 

見本 

見本 

見本 

　ほとんどの食べ物をよくかんで、おいしく食べるためには自分の歯が20本必要といわ
れます。人間の寿命は急激に伸び80歳を超えましたが、歯の寿命はあまり伸びていませ
ん。平均的には60歳代で20本まで減っているのが現状です。歯が抜ける原因のほとん

どは｢むし歯｣と｢歯周病｣です。 
　高齢になっても健康な歯を保つためには、日頃、お口の手入れをきちんとし、むし歯と歯周病を予防することが肝心です。 
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油断は 
大敵 

に備えて 

　私たちは、日常の生活において地震や火災、不慮の事故によるけがなど、突然身の危険にさらされてしまうこ
とも少なくありません。これらの危険に遭遇したとき、とっさに何ができたかによって生死がわかれ、また被害
の程度も大きく変わってきます。不意に襲ってくる危険を回避し、身の安全を守るためには、私たち一人ひとり
が日頃から「まさか」の備えを心掛けておくことが何よりも大切なことです。また、あわてずに適切な行動をと
ることが重要です。 

　家族で防災会議を開いて地震発生時の対処法を話し合い、防災意識を高めましょう。一人ひとりの防災意識が
尊い命を守ります。 

次回は「わが家の日頃の備えについて」 

1
まず身の安全を！！ 

2
すばやく火の始末 

3
窓や戸を開けて出口を確保 

9
協力しあって応急救護 

7
山崩れ・がけ崩れに注意 

8
避難は歩行で 

4
火が出たらすぐ消火 

5
あわてて外に飛び出さない 

6
狭い路地や路地やブロック塀に塀には 
　　　　　　　近　　　　　　　近づかない 
狭い路地やブロック塀には 
　　　　　　　近づかない 
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法に基づく手続きの流れ 
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？ ？ 

依田窪4町村での法定合併協議会の設置 

住民発議（じゅうみんはつぎ）･･･ 
市町村の合併の特例に関する法律に基
づいて、有権者の50分の1以上の署名を
もって、法定合併協議会を設置するよ
う市町村長に直接請求を行う制度 

丸子町長が町選挙管理委員会へ 
住民投票を請求 

法定合併協議会設置請求 
 住民→丸子町長 

有権者の6分の1以上の 
署名による請求 

有効投票数の過半数の賛成＝議決とみなす 

反対 

3町村から回答 

議会審議 

住民投票 

4町村すべてで可決 

直接請求が行われた丸子町長は、合併の相手方と
なる長門町、武石村、和田村（依田窪南部3町村）
の長に対して、「法定合併協議会の設置協議につ
いて議会に付議するかしないか」意見を照会 

依田窪南部3町村すべての回答が付議する
旨であった場合、丸子町を含む4町村の長
は議会へ付議 

依田窪南部3町村のうち、どこか1町村でも「議
会に付議しない」と回答した場合＝手続き終了 

依田窪南部3町村議会のうち、どこか1町村の
議会でも否決した場合＝手続き終了 

設置せず 

丸子町議会＝否決　3町村議会＝可決 

住民による署名の収集 
町長が請求しない場合 

倒れやすい戸棚や本棚からすぐ離れ、丈夫な
テーブルや机の下に身をかくす。トイレ・風
呂場・押入は比較的安全。 

揺れを感じたらすばやく行動。「火を消せ」
とみんなで声をかけ合う。火元付近には燃え
やすい物を置かない習慣を。 

振動でドアが開かなくなることも。戸を開け
て避難口の確保を。特に鉄筋コンクリートの
建物は注意が必要。 

万が一、出火しても天井に燃え移る前なら大
丈夫。あわてず消火を。「火事だ」と隣近所
に協力を求めることも。 

飛び出しはケガのもと。外は瓦やガラスなど
の落下物、ブロック塀などの倒壊にも注意し
て。落ち着いた行動を。 

ブロック塀・門柱・自動販売機などは、倒れ
やすいので要注意。すばやく避難を。 

居住地の自然環境を把握し、災害時はラジオ
やテレビで正しい情報を入手して、二次災害
防止の心がけを。 

自動車での避難は危険な上、緊急車両出動の
障害に。避難場所へは、できるだけ集団で歩
いて避難。荷物は最小限に。 

お年寄りや体の不自由な方、ケガ人などに声
をかけ、みんなで助け合う。初期消火もみん
なで協力して。 

7月14日　町長に請求書が手渡された 

うわさやデマに振り回されずに正しい情報を入手し、的確な行動をとる事が大切です。 
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みんなで楽しくアイウエオ　～日本語教室を開設～ 
　6月15日、ふれあいステーションのボランティアセンタ
ーにおいて町内に住んでいる外国人のみなさんの日本語
教室が開かれました。日本語を学びながら外国の人たち
が地域とのコミュニケーションを深めることを目的に、
社会教育課の国際交流事業として新しく開設したもの。
この日は中国やフィリピン、ブラジル国籍のみなさん10
人がこの教室に参加し、片言の日本語や英語、ジェスチ
ャーを使って他国の人と楽しく交流していました。 
　また、文化庁と長野県の事業である「親と子の日本語
教室」も併せて開設、同センターやふれあい活動室を使
って親子で日本語の勉強や生活習慣などを学んでいきます。 

　6月22日、依田窪プールと丸子クリーンセンターの駐車場を
会場に、第45回丸子町消防団ポンプ操法大会及び第28回丸子
町消防団ラッパ吹奏大会が開催されました。 
　町内の各分団全25部からそれぞれ選手が参加し、ポンプ操
法とラッパ吹奏の各部において日頃の練習の成果を競いました。 
　朝や晩、休日を返上して練習を重ねこの大会に臨んだ選手た
ち、そのポンプ操法の機敏な動作と熱の入ったラッパ吹奏に周り
からは多く声援と拍手が送られていました。 
　この日優秀な成績を収めたチーム並びに個人は、7月13日に
長門町で行われた上小大会へ丸子町代表として参加、その結果、
第3分団第9部Ａが小型ポンプの部で惜しくも2位でしたが、個
人ラッパの部では西島裕樹選手が見事優勝しました。 

丸子町消防団、只今より日頃の練習の成果を披露します！ 

一面に紫色の絨毯　～ラベンダー祭り～ 
　6月14日から7月13日にかけて、信州国際音楽村で恒例の
ラベンダー祭りが開催され多くの観光客が訪れました。 
　音楽村周辺に植えられたこのラベンダーは丸子町を代表す
る花として毎年多くの人々の目を楽しませており、今年も約
8,500平方メートルの園に「ヒッドコート」「グロッソ」「ロイヤ
ルポット」「パープルマウンテン」の4種類約8,500株がまる
で紫色の絨毯を広げたかのように花を咲かせ、訪れた人に初
夏の香りを届けました。 
　またこの期間中、ボランティアのみなさんによるラベンダー
スティック作りの講習も行われ、訪れた人たちはラベンダーの
さわやかな香りに包まれて、心安らぐひと時を過ごしていました。 

つわもの達が丸子に集結　～木曽義仲挙兵県下弓道大会～ 
　6月15日、丸子公園内の町営弓道場を会場に木曽義仲挙兵
県下弓道大会が行われました。 
　木曽義仲挙兵の地である丸子町を会場としたこの大会は今
回で17回目を数えます。今年も学生から年配の方まで幅広い
年代のみなさんが県内各地から参加、計24チーム71人が個
人と団体の部で射の腕を競いました。 
　28メートル先の直径36センチの的（まと）を目掛け矢を射
る競技者たち。みごと的に命中すると客席からは拍手と感嘆
の声が上がっていました。全神経を集中させ弓を引くその鋭い
眼光や立ち居振る舞い、美しい動作はまさに戦国武士を思わ
せました。 

ぽかぽか広場にみんな集まれ 
　6月12日、中丸子の地域子育て支援センターで未就園児とその保護者
を対象とした遊びの広場・子育て講座「ぽかぽか広場」が開講しました。 
　丸子町で初めて開設されたこの支援センターは、4月に開園した新しい
中丸子保育園で実施しており、子育てに関する情報の提供や遊びの紹介、
育児相談などに応じていくほか、毎月１回、未就園児とその保護者の交流
の場として「ぽかぽか広場」を開催し子育て中のお父さんやお母さんを応
援していきます。 
　開講日となったこの日は、38組の親子が訪れ、人形劇の観賞や今日始め
て会ったお友達と手作りの名刺交換などが行われました。 
　同支援センターでは、毎月通信を発行し催し物等のお知らせをしていま
すので、ご覧のうえお気軽にお出かけください。 

　今年の2月から整備してきた町営ゲートボール場が6月20
日完成し、その竣工を記念したゲートボール大会が6月25日
に盛大に行われました。東内辰ノ口にできた新しいゲートボ
ール場は総面積が2,446�、コートひとつの大きさが300�
で計4面あり、また日中の強い日差しを避けて休めるように
と屋根つきの休憩場やトイレが備えられています。 
　当日はあいにくの雨のため、屋内ゲートボール場に会場を
移してのゲームとなりましたが、22チーム130人余りがこの
記念大会に参加、みなさんスティック片手に元気にプレーし
ていました。 

新しいゲートボール場が完成 

ポンプ車操法  
1位 第3分団第10部（上丸子） 
2位 第1分団第 1 部（鹿教湯） 
  
ポンプ者操法優秀番員 
指揮者　藤極　正志（第3分団第10部　上丸子） 
 
小型ポンプ操法  
1位 第3分団第 9 部A（腰　越） 
2位 第3分団第 9 部B（腰　越） 
3位 第2分団第 5 部（荻　窪） 
4位 第5分団第19部（下長瀬） 
5位 第3分団第10部（上丸子） 
6位 第3分団第11部（中丸子） 
  
小型ポンプ操法優秀番員 
指揮者　山浦　直人（第3分団第9部A　腰越） 
  
団体ラッパ吹奏  
1位 第5分団第17・18部（長瀬・町組） 
2位 第1分団第 1 部（鹿教湯） 
3位 第3分団第11部（中丸子） 
4位 第4分団A　  　（依　田） 
5位 第6分団第23部（狐　塚） 
6位 第1分団第 3 部（中　村） 
   
個人ラッパ吹奏  
1位 西島　裕樹（第5分団第18部　町　組） 
2位 斉藤　宏光（第1分団第 1 部　鹿教湯） 
3位 尾芦　　崇（第6分団第24部　石　井） 
4位 中村　忠義（第3分団第11部　中丸子） 
5位 竹花　美幸（第1分団第 3 部　中　村） 
6位 竹花　博光（第1分団第 3 部　中　村） 
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供用開始区域内で未水洗化世帯の皆様、１日も早い水洗化にご協力お願いします。（下水道課） 

乳 幼 児 健 康 診 査 
�受付時間：午後1：00～1：15 
�ところ：保健センター 
�持ち物：母子健康手帳・赤ちゃん手帳の「おたずね」 

健　診 と　き 対　象　者 
4 カ 月 児  
1 0 カ 月児  
1才6カ月児 
2才児歯科 
3 才 児  

8月 1日（金） 
8月29日（金） 
8月  8日（金） 
8月 5日（火） 
8月22日（金） 

平成15年3月5日～4月5日生 
平成14年10月生 
平成14年2月生 
平成13年7月生 
平成12年7月生 

実施日 時　間 場　所 
8月27日（水） 受付：午前10：00～10：30 保健センター 

子育てランドと育児相談 
＊保健師・栄養士による育児相談コーナーと自由に遊べる部屋のコーナー 
�持ち物：相談の方は母子健康手帳をお持ちください 

7月 

8月 

11日 島田祐子コンサート 
13日　ポンプ操法ラッパ吹奏上小大会 

  2日　第26回町民まつり「丸子ドドンコ」 
  3日　納涼花火大会 
12日　花市・歩行者天国 
17日　第8回信州爆水ＲＵＮ in 依田川 
24日　依田窪水泳大会 

8月は 北方領土返還運動全国強調月間 
 電気使用安全月間 
 道路ふれあい月間 
 　　　　 
  1日　水の日 
  6日　広島平和記念日 
  9日　長崎原爆の日 
10日　道の日 
15日　全国戦没者追悼式 

役場･･･････････････････� 42-3100 
　･･･････････････････FAX 43-3666 
教育委員会  学校教育課･･� 42-1044 
　　　　　  社会教育課･･� 42-3147 
　･･･････････････････FAX 42-3148 
 丸子町文化会館･････････� 42-0001 
 総合体育館･････････････� 43-2250 
　･･･････････････････FAX 43-0616 
 金子図書館･････････････� 42-2414 
　･･･････････････････FAX  42-2414 
 クリーンセンター･･･････� 43-2131 
 衛生センター･･･････････� 42-6789 
 給食センター･･･････････� 42-2892 
 解放センター･･･････････� 42-6694 
 町民センター･･･････････� 42-5122 
 郷土博物館･････････････� 42-2158

行政の 
　ページ 

町政の動きを町政の動きを 
　　　お知らせします。　　　お知らせします。 
町政の動きを 
　　　お知らせします。 

工事請負契約の公表（1件5,000万円以上） 

○工  事  名：平成15年度西内小学校大規模改造事業建築主体工事 
○契約金額：123,375,000円 
○請負業者：青木建設工業株式会社（丸子町大字上丸子1706番地） 
　　　　　　代表取締役　青木　英友 

合併協議会設置請求書の内容を公表します 

請求の要旨 
 １ 合併対象町村の名称　小県郡長門町・小県郡武石村・小県郡和田村 
 ２ 請求の内容　丸子町は上田市との任意合併協議をしているが、もともと我が町は依
田川流域町村と共に発展の歴史と文化を共有して築いて来た。今でも、水系と経
済的な基盤を流域の町村に委ねている。 
　これ等の繋がりの強い町村との合併を検討すべきであるので、長門町、武石村、
和田村との合併協議会の設置を求めるものである。（原文） 
 ３ 請求代表者　小県郡丸子町大字長瀬　会社役員　滝澤幸雄 
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を
請
け
負
う
営
業
行
為
が
あ
っ
た
と
の
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
清

掃
を
す
る
こ
と
は
良
い
こ
と
で
す
が
、
必
ず
、
信
頼
で
き
る
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
役
場
が
、
宅
地
内
排
水
管
の
清
掃
な
ど
の
維
持
管
理
を
業
者
に
依
頼
す
る
こ
と

は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 

天下山マレットゴルフ場がオープン！　7月26日（土） 

　陣場台地に整備してきました「丸子町営天下山（てんかざん）マレットゴルフ場」
が完成しました。 
○施設概要：総面積2.7ヘクタール　総延長1,236m 
 計3コース（いずれも9ホール、パー36の全面芝生） 
○使  用  料： ［一般］1日券500円　年間券10,000円 
 ［中学生以下］無料 
 ［貸しスティック・ボール］1セット100円 
○使用期間：4月～12月　午前8：30～午後5：00 
【問】丸子町営総合体育館　�43-2250　有線2-4611 
　　   天下山マレットゴルフ場管理棟　�42-1134

丸子町職員募集のお知らせ（平成16年度採用予定） 

○受付期間 
平成15年7月16日（水）～ 8月15日（金）（郵送による場合は8月15日までの消印のあるもの） 
○採用試験及び受験資格 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○申し込み方法 
受験申込書（総務課人事係に用意してあります）に下記の書類を添付して下さい。 
・履歴書（自筆で記入し写真を貼る） 
・最終学校卒業証明書又は卒業見込証明書 
・最終学校成績証明書 
・健康診断書（1カ月以内に受診したもの） 
・保健師の場合は保健師免許証の写し（有資格者） 
・保育士の場合は保育士資格及び幼稚園教諭二種免許証の写し（有資格者） 
○試験日及び試験場 
・第一次試験　平成15年9月21日　上田合同庁舎 
・第二次試験　平成15年10月下旬　丸子町役場 
【申込・問】役場総務課人事係　�42-3257　有線2-4892 
詳細は丸子町のホームページにも掲載してあります。http://www.maruko-town.ne.jp

�昭和51年4月2日から昭和57年4月1日までに生まれた
人で、大学卒業程度の学力を有する人 
�保健師の場合は昭和48年4月2日から昭和58年4月1
日までに生まれた人で、保健師免許を有する人（平成16
年の春までに行われる国家試験により、当該免許を取得
できる見込みの人を含む） 

昭和55年4月2日から昭和59年4月1日までに生まれた人で、
保育士資格及び幼稚園教諭二種免許を有する人（平成
16年3月31日までに取得できる見込みの人を含む） 

試験区分     試験科目    採用予定人員　　　　　　　　　受　　験　　資　　格 

教養試験 

専門試験 

若干名 
上　級 

（行　政） 
（保健師） 

若干名 
中　級 

（保育士） 

【問】　保健センター （丸子町役場  保健福祉課  健康係） 
　�42-1117　有線2-4483

　
下
水
道
整
備
計
画
外
の
地
区
の
お
宅
は
、排
水
処
理
に
浄
化
槽
が

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
浄
化
槽
は
み
な
さ
ん
自
身
が
適
切
に
管
理

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

●
浄
化
槽
か
ら
の
に
お
い
は
気
に
な
り
ま
せ
ん
か 

　
浄
化
槽
は
微
生
物
の
働
き
を
利
用
し
て
汚
水
を
処
理
す
る
装

置
で
す
か
ら
、微
生
物
が
活
発
に
活
動
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
せ
っ
か
く
設
置
し
た
浄
化
槽
も
、
使
い
方
を
誤
っ
た
り
、
維
持
管
理
が
不
適
切
だ
っ
た

り
す
る
と
、
放
流
水
の
水
質
悪
化
、
悪
臭
発
生
に
よ
り
、
逆
に
地
域
の
生
活
環
境
を
悪

く
し
ま
す
。 

　
に
お
い
の
原
因
は
、
�
維
持
管
理
不
良
　
�
浄
化
槽
の
清
掃
不
足
（
た
め
過
ぎ
）　

�
ブ
ロ
ワ
ー
な
ど
の
不
良
　
�
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
の
ズ
レ
等
で
す
。 

★
浄
化
槽
は
設
置
し
た
後
の
管
理
が
大
事
で
す
。
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
に
連
絡
し

て
、
適
正
な
措
置
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。
　
　 

●
「
浄
化
槽
清
掃
は
何
年
か
に
一
回
で
い
い
」
は
誤
り
で
す 

　
浄
化
槽
の
清
掃
（
く
み
取
り
）
は
数
年
に
一
度
で
い
い
、
と
い
う
人
が
い
ま
す
が
、
そ
れ

は
誤
り
で
す
。
浄
化
槽
に
汚
泥
が
た
ま
り
過
ぎ
た
り
、
ブ
ロ
ワ
ー
が
古
く
な
っ
た
り
す
る

と
処
理
能
力
が
落
ち
、
悪
い
水
を
流
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
、
国
で
は
浄
化
槽
法
と
い
う
法
律
で
浄
化
槽
管
理
者
に
年
１
回
の
清
掃
と

３
〜
４
ヶ
月
に一
回
の
保
守
点
検
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。 

ご
注
意
を

注
意
を
！
　 

ご
注
意
を
！
　 （第一次） 

多胎児家族のつどい 

教室名 と　き 対　象　者 
双子ちゃん三つ子ちゃんの集い  8月20日（水） 双子、三つ子の親子 

�実施時間：午前10：00～12：00 
�ところ：保健センター 
 

実施日 対　象　者 場　所 
8月19日（火） 平成15年1月・2月生 保健センター 

7ヵ月児健康相談 
�受付時間：午前10：00～10：30 
�持ち物：母子健康手帳・赤ちゃん手帳「おたずね」 

　毎月15日、町長との対話サロンを行っています。 
町政に対する提言やご要望など、お気軽にお話し
ください。（サロン：談話室）※土、日、祝日はその前日 
【申込・問】役場 企画課 情報係　TEL42-1011 有線2-4882

●～●～●～町長との対話サロン～●～●～● 

毎週月曜日放映中 
6：30・8：30・11：30・18：30・21：30 

丸子テレビ放送（1ch） 
8月の内容［  ゴミのルールが変わります  ］ 

『丸子町行政情報番組』 
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独
立
採
算
の
公
営
企
業
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
水
道
事
業
の
経
理
は
、
二
本
立
て
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
平
成
十
四
年
度
の
「
水
を
届
け
る
た
め
の
経
理
」
は
、
約
八
八
一
〇
万
円

（
前
年
度
約
五
〇
六
〇
万
円
）
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。 

　「
施
設
を
つ
く
る
た
め
の
経
理
」
は
約
二
億
二
六
一
万
円
（
前
年
度
約
一
億
三
七
六
〇
万

円
）
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
赤
字
は
積
立
金
等
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。 

　
最
終
的
に
は
、
年
度
末
未
処
分
利
益
剰
余
金
一
億
二
六
六
五
万
円
（
前
年
度
一
億
八
七
〇

〇
万
円
）
を
建
設
改
良
積
立
金
に
積
み
立
て
ま
し
た
。 

　
平
成
十
四
年
度
で
は
収
入
は
落
ち
込
み
ま
し
た
が
、
経
常
経
費
の
合
理
化
に
よ
る
削
減
、

不
急
工
事
の
先
送
り
等
に
よ
り
、
収
支
の
改
善
が
図
ら
れ
ま
し
た
。 

　
去
る
７
月
１
日
か
ら
２
日
間
、
丸
子
町
男
女
共
同
参
画

推
進
委
員
と
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
の
19
名
で
、
全
国
の

先
進
県
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
き
た「
か
な
が
わ
女
性

総
合
セ
ン
タ
ー
」
の
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
会
館
の
歩
み
と
県
の
男
女
共
同
参
画
推
進
の
取
り
組
み
、

条
例
等
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
特
に
、
女
性
の
起
業
家

支
援
な
ど
パ
イ
ロ
ッ
ト
的
な
事
業
、
女
性
総
合
相
談
事
業

等
を
行
い
推
進
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

　
夕
食
後
は
、
丸
子
町
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
学
習

会
を
行
な
い
、「
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
じ
て
男
も
子
育
て
に

参
加
し
よ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る

こ
と
を
話
し
合
い
ま
し
た
。 

　
子
育
て
で
は
、 

�
今
の
親
は
怒
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
甘
や
か
さ

れ
て
叱
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
、
自
立
が
心
配
だ
。 

�
地
域
の
子
ど
も
に
は
注
意
で
き
る
が
、
知
ら
な
い
子
ど
も
に
は
注
意
で
き
な
い
。 

�
声
か
け
し
て
や
れ
ば
子
ど
も
は
あ
い
さ
つ
を
す
る
。
こ
ち
ら
の
態
度
が
相
手
を
変
え
る
。 

　
男
女
共
同
参
画
で
は 

�
地
域
の
会
に
役
が
回
っ
て
き
た
ら
ど
ん
ど
ん
体
験
す
る
こ
と
が
大
切
。 

�
今
は
、
ま
だ
ま
だ
男
社
会
だ
。
社
会
の
仕
組
み
を
変
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
皆
の

が
ん
ば
り
が
必
要
。
男
性
も
、
自
分
の
着
る
も
の
く
ら
い
自
分
で
探
す
。
食
べ
た
食
器

く
ら
い
自
分
で
洗
う
こ
と
が
必
要
。 

�
子
育
て
を
分
担
し
て
い
る
息
子
の
姿
を
見
て
、「
か
わ
い
そ
う
」
と
思
っ
て
し
ま
う
こ

と
は
や
め
よ
う
。 

　
な
ど
熱
気
に
溢
れ
た
真
剣
な
話
し
合
い
と
な
り
ま
し
た
。 

　
今
回
の
研
修
を
通
し
て
、
今
後
の
男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
て
い
く
上
で
、
男
性
と
女
性
が

共
に
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
と
自
立
の
必
要
性
を
学
び
ま
し
た
。 

 

「
部
落
差
別
撤
廃
と 

　
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
総
合
計
画
」
に
つ
い
て
� 

「
部
落
差
別
撤
廃
と 

　
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
総
合
計
画
」
に
つ
い
て
� 

自
分
自
身
を
ふ
り
返
り
、人
権
に
つ
い
て

考
え
話
し
合
い
、人
権
を
守
る
た
め
の
行

動
を
し
よ
う
　
　
　
　
　  

（
社
会
教
育
課
） 

 
　
人
権
教
育･

啓
発
は
２
０
０
２
年
12
月

施
行
さ
れ
た
「
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
で
、
国
、
地
方

公
共
団
体
及
び
国
民
の
責
務
と
し
て
人
権

尊
重
の
精
神
の
涵
養
（
か
ん
よ
う
）
に
努

め
る
と
と
も
に
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社

会
の
実
現
に
寄
与
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
当
町
で
も
「
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す

る
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
こ
と
を
め
ざ

す
総
合
計
画
」
（
以
下
総
合
計
画
）
の
中

で
こ
の
精
神
を
汲
み
取
り
、
国
連
10
年
の

課
題
と
あ
わ
せ
て
重
点
課
題
を
設
定
し
、

｢

言
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
し
て
い
ま
せ
ん

か
？
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
こ
ん
な
こ
と

…｣

を
合
言
葉
に
人
権
教
育･

啓
発
を
進
め

て
い
ま
す
。 

　
人
権
は
一
人
ひ
と
り
の
人
間
が
持
っ
て

い
る
権
利
で
す
。
そ
の
人
間
が
社
会
を
構

成
す
る
と
、
不
幸
に
も
差
別
が
生
ま
れ
ま

す
。
そ
し
て
お
互
い
が
傷
つ
け
あ
っ
て
不

幸
な
人
間
関
係
に
陥
り
ま
す
。
権
利
を
持

つ
自
分
自
身
が
自
分
を
振
り
返
っ
て
み
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
し
か
し
自
分
だ
け
で

自
分
を
振
り
返
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し

い
。
お
互
い
に
自
分
を
語
り
合
っ
て
み
る

こ
と
で
す
。
相
手
の
考
え
が
分
か
れ
ば
相

手
が
理
解
で
き
る
。
同
時
に
自
分
の
新
し

い
分
野
に
気
づ
い
て
自
分
を
振
り
返
る
こ

と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
話
し
合
っ
て
い
く

こ
と
は
人
権
確
立
の
上
で
大
事
な
こ
と
だ

と
い
え
ま
す
。
お
互
い
が
理
解
し
あ
え
た

ら
お
互
い
の
人
権
を
守
る
た
め
の
行
動
を

起
こ
す
こ
と
で
す
。
相
手
の
立
場
を
考
え

し
か
も
自
分
の
主
張
も
し
て
い
く
自
立
し

た
人
間
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。 

　
で
は
、
当
面
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
重
点
課
題
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
で

し
ょ
う
。
総
合
計
画
の
中
で
は
同
和
問
題
、

女
性
問
題
、
子
ど
も
の
問
題
、
高
齢
者
問

題
、
障
害
者
問
題
、
外
国
人
問
題
、
そ
の

他
の
人
権
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
次
号
か
ら
順
次

取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。 

 

　
六
月
十
九
日
、
丸
子
町
文
化

会
館
で
丸
子
町
教
職
員
学
校
人

権
教
育
研
修
会
が
一
三
〇
人
の

参
加
で
開
か
れ
ま
し
た
。
講
演
は
、

ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
で
作
家
の

伊
波
敏
男
さ
ん
を
講
師
に
向
か
え
、

「
病
み
捨
て
の
戻
り
道
」
と
題

し
て
言
語
に
絶
す
る
ご
自
身
の

経
験
か
ら
の
お
話
で
、
参
加
者

に
様
々
な
示
唆
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
一
四
歳
で
発
病
し
、
療

養
所
に
隔
離
さ
れ
た
こ
と
。
高

校
入
学
試
験
を
受
け
る
ま
で
の
お
話
。
そ
し
て
、
社
会
に
出
て

か
ら
の
様
々
な
差
別
を
受
け
た
お
話
な
ど
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
受
講
者
の
感
想
か
ら
は
、
「
『
無
関
心
が
一
世
紀
も
の

差
別
を
許
し
て
き
た
』
と
い
う
言
葉
に
ド
キ
ッ
と
し
た
」
「
自

分
に
夢
や
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
人
は
強
い
と
思
っ
た
。
そ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
差
別
を
許
さ
な
い
、
差
別
に
負
け
な
い
行
動
へ

の
原
動
力
に
な
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
」
「
戻
り
道
を
精

一
杯
生
き
る
こ
と
は
大
変
だ
っ
た
と
思
う
。
背
負
っ
た
病
気
は

誰
の
せ
い
で
も
な
い
が
、
苦
し
ん
で
生
き
て
い
る
人
は
た
く
さ

ん
い
る
で
し
ょ
う
。
偏
見
の
中
、
生
き
て
い
く
辛
さ
、
許
さ
れ

な
い
差
別
に
立
ち
向
か
う
の
は
一
人
一
人
の
中
に
あ
る
も
の
で

し
か
な
い
。
し
か
し
、
周
り
に
い
る
私
た
ち
一
人
一
人
の
責
任

で
す
ね
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
長
野
県
で
は
ハ
ン
セ

ン
病
患
者
を
す
べ
て
県
外
に
追
い
出
し
、
現
在
四
十
五
名
が
生

き
残
っ
て
い
る
が
い
ま
だ
に
帰
っ
て
こ
な
い
と
言
う
現
実
が
あ

り
ま
す
。 

〜
私
た
ち
一
人
一
人
の
責
任
〜 

　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
人
権
教
育
研
修
会
か
ら 

〜
私
た
ち
一
人
一
人
の
責
任
〜 

　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
人
権
教
育
研
修
会
か
ら 

「
無
関
心
が
差
別
を
許
す
」 

※このコーナーへの
　ご意見ご感想をお
　待ちしています。 

【宛て先】 
〒386-0404 
丸子町上丸子1488 
丸子町教育委員会 
　TEL 42-3147 
　FAX 42-3148

� 

〜
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
〜 

施設をつくるための収入と支出 

水を届けるための収入と支出 

減価償却費等 
1億4,470万円 

水道料金 
4億9,527万円 水を作って送る費用 

1億2,307万円 

人件費等 
7,682万円 

借入金の利息 
8,915万円 

受託工事費 
2,376万円 

施設整備の経費 
3億1,667万円 

借金の返済 
1億488万円 

他会計補助金 960万円 

受託工事収益 1,986万円 

その他 2,087万円 
黒字分 
8,810万円 

支出 

4億5,750万円 

収入 

5億4,560万円 

支出 

4億2,155万円 

収入 

2億1,894万円 

積立金等で補てん 
した額 
2億261万円 

国等よりの借入金 
8,990万円 

工事負担金 
8,344万円 

国庫補助金 
2,500万円 

一般会計出資金 
1,574万円 

一般会計負担金 
486万円 

丸子実業高校　古川恵介 

「いわれない差別を許さない」と熱く語る伊波敏男さん 
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★町県民税　2期（9月1日） 
★国保税　3期（9月1日） 
★介護保険料　3期（9月1日） 
 
 
 
 
★年金相談 
　8月21日（木）　10：00～12：00　13：00～15：00 
★8のつく日、心配ごと・行政・結婚相談 
8月8日（金）　18日（月）　28日（木）  9：00～12：00 
丸子ふれあいステーション3階　�42－0033　有線2－4821 

★巡回ハローワーク 
　今月はお休みします 
★交通事故でお困りの方 
交通事故相談室　上田支部　�23－1260　内線2417 

★悪徳商法に対する苦情相談 
　上田消費生活センター　�27－8517 
★子どもの相談窓口 
　丸子町教育委員会　�42－3147 
★女性のための法律相談 
　�026－232－2104 
★育児や介護を支援するフレーフレー・テレフォン 
　�026－232－2020 
★ふれあい相談室 
　�026－233－9110 
★女性被害犯罪ダイヤルサポート110 
　�026－234－8110 
★ヤングテレフォン 
　�026－232－4970

8月の納税 

8月の相談 

納税は便利は口座振替を 

図書館だより 第
四
十
回 

俳
句
の
部    

矢
島 

渚
男 

選 
《
一
位
》 
遠
雷
を
聞
き
つ
つ
テ
ン
ト
張
り
急
ぐ 

中
丸
子 

中
山
　
睦
子 

 

《
二
位
》 

初
日
記
畑
を
覗
き
に
行
き
し
こ
と 

生
　
田 

辰
野
三
四
子 

  

方
言
に
方
言
返
す
初
湯
か
な 

腰
　
越 

金
山
　
幸
雄 

 

�東内・西内コース 
　８/５（火）　８/２６（火）　９/９（火） 

�腰越・依田コース 
　８/７（木）　８/２８（木）　９/１１（木） 

�中丸子・下丸子・長瀬コース 
　７/２９（火）　８/１９（火）　９/２（火） 

�塩川・藤原田コース 
　７/３１（木）　８/２１（木）　９/４（木） 

�東内保育園・陽寿荘・三才山病院 
　７/３０（水）　８/２０（水）　９/３（水） 

�ツルヤ・アップルランド 
　8/6（水）　８/27（水）　９/10（水） 

～～～ 

今月の一冊 

山菜と木の実の図鑑 

著者／おくやま　ひさし 
発行／ポプラ社 

〈新刊本の紹介〉 

本館 
宇宙１３７億年の謎 二間瀬敏史 ナ ツ メ 社  
世界のなぞなぞ 藤川　雅行 今　人　舎  
神葬祭大事典 加藤　隆久 戎光祥出版  
備前焼 山陽新聞社 山陽新聞社  
晩鐘　上・下 乃南　アサ 双　葉　社  
たそ彼れの妖怪たち 水上　　勉 幻 戯 書 房  
永遠の途中 唯川　　恵 光　文　社  
蛍の河 伊藤　桂一 光　人　社    

あおぞら号 
小説つばめ ジェームス三木 日本放送出版協会 
踊りませんか、ラストダンスを 山下　勝利 河出書房新社 
江戸の精霊流し 平岩　弓枝 文 芸 春 秋  
父のことば 宮本　　輝 光　文　社  
愛さずにはいられない 藤田　宜永 集　英　社  
返らぬ日 吉屋　信子 ゆまに書 房  
3時間睡眠でなんでもできる！ 奥薗　寿子 サンマーク出版 

金子図書館�42－2414 
有線2－4602 

　休館/月曜・祝日・月末日 

※8月のおはなし会は8月2日（土）です。 
※図書館ネットワークのホームページで本の検索ができます。 
　アドレスは、http://www.echol.gr.jp

歌舞伎400年 
歌舞伎フォーラム公演 

期　日◆8/2（土）～8/17（日） 
開館時間◆9:00～17:00（入館16:30まで） 

 ※最終日の17日は15:00まで 

場　所◆丸子町郷土博物館 

入館料◆一般100円　中学生以下無料 

期　日◆9/19（金） 
開　演◆18:30 
場　所◆丸子町文化会館　セレスホール 
料　金◆全席指定　一般3,500円　高校生以下3,000円 
※歌舞伎普及公演により通常料金の半額以下にて鑑賞できます。　 
7/26よりチケット発売 

町
長
の
生
活
所
感 

� 

　
丸
子
八
景
の
一
つ
に
数
え
ら
れ

る
箱
畳
池
が
あ
る
。
水
面
に
松
林

を
映
す
池
の
周
囲
は
公
園
と
し
て

整
備
さ
れ
、
散
歩
や
釣
り
に
訪
れ

る
人
々
の
憩
い
の
ス
ポ
ッ
ト
と
な

っ
て
い
る
。 

　
景
勝
地
で
あ
る
こ
の
箱
畳
池
も

本
来
の
使
命
は
農
業
灌
漑
用
の
た

め
池
。
藤
原
田
地
区
の
水
田
を
潤

す
た
め
に
築
か
れ
た
欠
く
こ
と
の

出
来
な
い
貯
水
池
で
あ
る
。
池
の

は
る
か
南
方
に
望
む
蓼
科
山
麓
の

湧
水
に
そ
の
水
源
を
求
め
、
延
長

約
40
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
農
業

専
用
水
路
に
よ
り
引
水
し
て
い
る
。

蓼
科
山
中
の
岩
を
削
り
、
隧
道
（
す

い
ど
う
）
を
掘
り
、
谷
を
渡
り
、

水
を
漏
ら
さ
ぬ
技
術
で
水
路
を
築

き
、
延
々
と
導
い
て
い
る
土
地
改

良
事
業
の
様
は
ま
さ
に
圧
巻
で
あ

り
、
先
人
た
ち
の
計
り
知
れ
な
い

英
知
と
努
力
が
思
い
偲
ば
れ
る
。 

　
現
在
は
土
地
改
良
区
に
よ
る
近

代
的
な
水
路
整
備
事
業
が
施
さ
れ
、

満
々
と
水
を
湛
え
る
箱
畳
池
で
あ

る
が
、
池
に
か
か
わ
る
村
人
た
ち

に
と
っ
て
は
、
血
の
一
滴
に
も
通

ず
る
用
水
へ
の
こ
だ
わ
り
が
あ
る
。

藤
原
田
の
美
味
し
い
米
は
、
高
い

水
利
費
と
貴
重
な
水
に
よ
っ
て
作

ら
れ
て
い
る
。
夏
を
迎
え
、
青
々

と
広
が
る
蓼
科
水
系
の
米
ど
こ
ろ
、

こ
こ
も
丸
子
町
で
あ
る
。 

　
今
年
、
箱
畳
池
を
後
世
に
伝
え

る
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
る
。 問 丸子町文化会館　セレスホール 

�0268-42-0001　有線2-4701

問 丸子町郷土博物館 
�0268-42-2158　有線2-8336

第26回「丸子ドドンコ」 
期　日◆8/2（土） 
問 丸子町役場商工観光課 

�42-1047　有線2-4524

納涼花火大会 期　日◆8/3（日） 19:30～ 
「花市」歩行者天国 期　日◆8/12（火） 19:00～ 

問 丸子町商工会 
�42-2213　有線2-4595

第1部　歌舞伎に親しむ 
400年の伝統に培われてきた歌舞伎の
演技や演出、衣装などをわかりやすく解説。 

第2部　歌舞伎 
近松門左衛門作「根引きの門松」 

第3部　歌舞伎舞踊「豊後道成寺」 

第8回信州爆水RUNin依田川 

問 丸子町営総合体育館 
�0268-43-2250　有線2-4611

期　日◆8/17（日） 戸
籍
の
窓 

な
が   

い 

し
な   

じ 

な
か  

む
ら
　 

え
い   

こ 

さ
わ  

や
ま 

も
り  

の
ぶ 

た
け  

は
な
　 

も
り  

か
ず 

ま
つ   

い
　 

よ
し  

ひ
ろ 

な
か  

ざ
わ
　  

た 

つ  

の 

や
ま  

し
ろ
　  

つ 

ね  

よ 

み
や  

さ
か  

し 

げ  

こ 

い
ち  

か
わ 

ふ
く   

じ 

き
り  

や
ま 

か
ず   

こ 

お
ん   

だ  

み   

す 

 

み   

き 

と
し   

こ 

た
か   

い 

や
よ   

い 

た
つ   

の  

ゆ   

み 

せ
き    
ま
す  

ぞ
う 

し
ら   

い 

え
い  
ぞ
う 

い
け  

う
ち 

な
お   

え 

さ
い  

と
う  

ふ   

て 

ふ
る  

は
た  

よ 

り  

こ 

6月 
届出分 
（敬称略） 

永
　
井
　
品
　
次 

81 

高
　
梨 

中
　
村
　
　
　
子 

77
　
荻
　
窪 

澤
　
山
　
盛
　
信 

71
　
新
　
屋 

竹
　
鼻
　
盛
　
員 

72
　
横
　
辻 

松
　
井
　
嘉
　
廣 

73
　
三
反
田 

中
　
澤
　
た
　
　 

99 

沢
　
田 

山
　
城
　
つ
ね
よ 

100
　
沢
　
田 

宮
　
坂
　
志
げ
子 

88
　
中
丸
子 

市
　
川
　
福
　
寿 

92
　
中
丸
子 

桐
　
山
　
一
　
子 

73
　
中
丸
子 

恩
　
田
　
ミ
　
ス 

87
　
上
　
組 

三
　
木
　
壽
　
子 

76
　
中
　
山 

　
　
井
　
彌
　
生 

65
　
三
　
角 

辰
　
野
　
ゆ
　
み 

37
　
北
　
原 

關
　
　
　
増
　
藏 

94
　
飯
　
沼 

白
　
井
　
榮
　
三 
75
　
西
　
組 

池
　
内
　
直
　
枝 
86
　
上
　
南 

斎
　
藤
　
ふ
　
て 

95
　
南
方
松
葉 

古
　
畑
　
よ
り
子 

83
　
南
方
松
葉 

浅間山や蓼科山も眺望できる箱畳池 

15：30～　みこし 
　　　　　　お祭り広場 
18：30～　連おどり 

無料で各種イベントあり！ 
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